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①【ねらい】どのようにして農家の米づくりが行われているかわかる。 

 から までの作業の他に，どのような作業がありますか。 
※写真以外にも多くの作業があること，時期によっては複数の作業を並

行して行っていることに気づかせる。 

④ 

 から までの作業について，気づいたことを書きましょう。 
※田植えや稲刈り以外にも様々な作業があることに気づかせる。 
※使用される機械の種類にも着目させ，作業ごとに違っていることに気

づかせたい。 
 

③ 

 から までの写真を見て，米づくりの作業について順番に書きましょ

う。 
 それぞれの作業について説明を読み，カレンダーの棒のところに色をぬ

りましょう。 

② 

 「三輪さんの米づくりカレンダー」から，どのようなことがいえるでし

ょうか。 
※米づくり農家は一年間を通じて様々な作業を行っていること，作業ご

とに機械や道具，肥料や農薬等が必要なことをつかませたい 

⑤ 
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 この資料は米づくり農家の三輪さんの一年間の作業の様子をカレンダ

ーに表したものである。そのうち田植えや稲刈りなど，５つの作業につ

いては写真でその様子が紹介されている。米づくりの作業といえば，稲

刈りと田植えしかイメージできない子どももいるであろう。そのような

子どもたちにとって，米づくりの流れを知るのに適した資料である。 
 写真を見ていくと，解説でその作業の内容がわかるだけではなく，水

田の変化の様子が理解ができる。また，作業に使われる機械が異なって

いることも理解しやすい。カレンダーに目を向けると，３月から 11 月ま

で何かしらの作業が継続的に行われていること，時期によっては複数の

作業を並行して行わなければいけないことがわかる。さらに，この資料

から，いくつもの機械や道具，肥料や農薬が必要なこともわかる。 
 子どもたちにとっては米づくりの流れだけではなく，様々な発見がで

きる資料である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（ 1）  資料は見開き２ページのうち半分ぐらいのスペースを占める。写

真とカレンダーが中心のシンプルな資料であるが，情報量が多い

ので，最初は写真について読み取っていきたい。５つの作業の解

説が書かれているので，その作業名と内容をまずは理解させる。

そのうえで，気づいたことを考えさせる。米づくりでは様々な作

業が行われていること，作業ごとに機械の種類が違うこと等に子

どもたちは気づくであろう。 
（ 2）  次にカレンダーからわかることを読み取らせたい。田植えの２ケ

月前の３月から稲刈りの２ケ月後の 11 月の終わりまで作業が続

くこと，７月には除草・水の管理・肥料や農薬まきを並行して行

わなければいけないことに気づくであろう。なお，子どもたちに

とっては初めて聞く用語も出てくるので，各種資料で調べさせた

り，教師が説明したりして，理解を深めるようにさせたい。 
（ 3）  写真とカレンダーで子どもたちが読み取ったことを踏まえて，資

料からどのようなことがいえるか考えさせ，資料からの読み取り

のまとめとする。 
 
 


